
平成２９年度学校給食地場産食材使用状況調査の結果について 
 

○ 調査方法等 

 （１）調査対象 

     県内公立小中学校の全ての学校給食施設  １８５施設 

 

 （２）地場産食材使用率算出方法 ( 食品数ベース ) 

       使用率（％） ＝ （ 山口県産食品数 ÷ 全使用食品数 ）× １００ 

 

 （３）調査期間 

       各学期において県教委が任意に指定した５日間 ( 計１５日間 ） 
 

○ 調査結果の概要 

 （１）地場産食材使用率 ６９.５％ （ 対前年度比 ３.０ポイント 増 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（２）食品分類別の使用率 
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牛乳・乳製品        
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（３）各市町における県産品の使用率 

 

使用率 

 

市町数 

 

市町名 

 

 

７０％以上 

 

 

１２ 

 宇部市、萩市、下松市、長門市、美祢市、和木町、

山陽小野田市、周防大島町、上関町、田布施町、 

平生町、阿武町 

 

 

７０～５０％ 

 

 

 

 ７ 

 

 

  下関市、山口市、防府市、岩国市、光市、 

柳井市、周南市 

   ※県産品の使用率７０％以上を達成した市町が増加 

 

（４）市町の主な取組事例 

 

市 町 名     

 

取 組 事 例 等        

上 関 町 

 

 

○献立を作成する前に、地域でとれる食材の種類や時期につい

て道の駅や特産品センターから情報を収集し、地元の食材を

使った献立を作成するよう工夫した。 

○水産物については内臓を取り除くなど業者へ加工を依頼し、

給食で使いやすいようにした。 

 ○近隣市町のＪＡや販売所と連携を図り、町内で調達できない

ものを納品してもらうよう依頼した。 

 

           


